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                                        令和３年２月２日 

   KEMPOSご担当 殿  

                                            株式会社 ネットワークス 

                                                           〒561-0893 豊中市宝山町 23-31 

                                        TEL06(6844)1069 FAX06(6844)2754 

                                                           〒102-0083 千代田区麹町 4-1-4 

                                        TEL03(3556)2921 FAX03(3556)2923 

 

令和２年１２月バージョンアップのご案内 

 

 

あ 拝啓 貴所益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。毎度格別のお引立てに預かりありがとうございます。 

さて、KEMPOSに関し、以下の点につきバージョンアップを行いますのでご案内申し上げます。 

バージョンアップ内容の詳細につきましては、弊社ホームページに近日中にアップいたします。 

 

 

１ KEMPOSの動作環境について（バージョンアップお申し込み前にご確認ください） 
本バージョン(Ver840)を含む Ver820 以後の KEMPOS は、Microsoft Office 64bit 版への対応に伴い、

Microsoft 社がサポートしている Office 2013 以後の環境でのみ動作します。サポートが終了している

Office 2010以前の環境では動作しなくなりますので、予めご確認ください。 

 

 

 

２ 祝日休日を考慮して期限管理をされているユーザー様について 
Ver820以後をお使いのユーザー様に関しましては、内閣府が提供する 2021年の CSVデータを、ユーザー

様ご自身で取り込んでいただくようお願いいたします。 

 

 

尚、今回のリリースは Ver840となります。 

敬具 
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目  次 

 

（１） 今回注目のバージョンアップ 

 

１．特許情報標準データ（特許庁が民間向けに公開している J-PlatPat相当のデータ）と国内の出願台帳を照合

する機能を追加しました。 

     

（２） 国内・共有関連 

 

２．受任台帳の関連出願において基礎データを入力した際のインポート項目に備考を追加しました。 

        

（３） 外国関連 

 

 ３．英国のＥＵからの離脱に伴い、欧州共同体商標・意匠として入力していた案件を英国出願へ移行する作業 

を行います。 

 ４．インドの実施報告期限の対象期間および提出期限が変更になった件に対応しました。 

 

（４） 請求関連 

     

５．送金台帳の締日についてシステム日付を設定できるようにしました。 

  

（５） その他 

     

６．編集コードの日付拡張に「yyyymmdd(年月日8桁)」の形式を追加しました。 

７．優先権データを「国コード 出願番号 (出願日) (整理番号)」の形式で出力する編集コード YGを追加しました。 
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（１）今回注目のバージョンアップ 

 

１．国内の出願台帳と特許情報標準データ（特許庁が民間向けに公開している JPlatPat 相当のデータ）を照合

して、出願台帳内の情報を標準データの情報をもとにアップデートができる機能を追加しました。 

 

・照合する出願台帳です。「Check」ボタンで照合画面が開きます。 
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・照合画面です。 

特許庁提供データと比較して不一致の項目のタイトルが赤字で表示されます。 

「Edit」ボタンで KEMPOS側のデータの変更が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「Copy」ボタンで不一致部分の特許庁提供データを KEMPOSデータにコピーします。 

 不一致データでコピー対象となるのは白くなっている部分です。 

 「出願日」「優先権日」「登録日」「納付年」「年金期限」「存続期限」については、不一致でも更新の対象とは 

 なりません。本来あってはおかしい項目ですので、別途調査した上で修正します。 

 一番有効な使い方としては、公開日・公開番号を入力していない場合に特許庁データを反映できる事と思われ 

 ます。 
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・「Write」ボタンで KEMPOSデータを更新します。画面は自動では閉じませんので手動で閉じます。 

 出願台帳の画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・更新後の出願台帳画面です。 

 照合画面を閉じて、戻った段階では画面上のデータは元のままです。再表示する事で画面表示が変わります。 

 公開非、公開番号、発明の名称が変更されています。 
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（２）国内・共有関連 

 

１．受任台帳の関連出願において基礎データを入力し、インポートする際のデータに備考を追加いたしました。 

２件以上ある場合は、改行してデータを作成するようにしました。 

 

１．受任台帳の関連出願において基礎データを入力し、インポートする際のデータに備考を追加いたしました。 

２件以上ある場合は、改行してデータを作成するようにしました。 
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（３）外国関連 

 

１．英国のＥＵからの離脱に伴い、欧州共同体商標・意匠として入力していた案件を英国出願へ移行させる作業 

を行います。 

  詳細は別紙の移行ツールの説明にて行っています。 

 

２．インドの実施報告期限の対象期間及び提出期限が変更になった件に対応しました。 

 ①インドの実施報告提出期限が変更になります。 

  対象期間 毎年1/1-12/31だったものが毎年4/1-翌3/31に変更 

  提出期限 対象期間終了後の３か月(3/31)以内が６か月(9/30)以内に変更 

 

 ②バージョンアップでの作業は以下のようになります。 

 ・現在は対象期間が「2019/1/1-2019/12/31」のものについて 2020/3/31までに実施報告を提出し、次回 

  の期限が対象期間「2020/1/1-2020/12/31」で期限「2021/3/31」となっています。 

  ここで対象期間が「2020/4/1-2021/3/31」となり期限が「2021/9/30」となります。 

  すなわち、期限が「2021/3/31」となっているものを「2021/9/30」に修正します。 

 

 ③今後、登録になるもの及び実施報告の入力を行ったものについては、以下のようになります。 

 ・登録前のインド特許。 
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③-1(2020/12/31に登録された場合の動作と期限設定) 

・登録の入力。 

 登録日が 2020/4/1-2020/12/31の場合は２年後の、2021/1/1-2021/3/31の場合は翌年の 9/30となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登録入力後に以下のメッセージが表示されます。OKを押します。 
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・登録入力後の外国期限タブです。 

 実施報告期限が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実施報告書の入力です。 

 期限(2022/9/20)前の日付で入力します。 
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・以下のメッセージが表示されます・ 

 期限は手続き日の翌年の 9/30で設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次回の実施報告期限が設定されています。 
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③-2(2021/1/1に登録された場合の動作と期限設定) 

・登録の入力。 

 登録日が 2020/4/1-2020/12/31の場合は 2年後の、2021/1/1-2021/3/31の場合は翌年の 9/30となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登録入力後に以下のメッセージが表示されます。OKを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 12 

 

 

・登録入力後の外国期限タブです。 

 実施報告期限が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実施報告書の入力は前と同様です。 
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③-3(2021/4/1に登録された場合の動作と期限設定) 

・登録の入力  

 登録日が 2021/4/1-2021/12/31の場合は２年後の、2022/1/1-2022/3/31の場合は翌年の 9/30となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登録入力後に以下のメッセージが表示されます。OKを押します。 
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・登録入力後の外国期限タブです。 

 実施報告期限が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実施報告書の入力は前と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 15 

 

（４）請求関連 

     

１．送金台帳の締日についてシステム日付を設定できるようにしました。 

 ・現在は「システム日付の前月の末日」となっている。 

 ・この機能はオプションです。設定を変更しなければ従来通りです。 

  ID(2207)で指定します。 

 

（標準）システム日付の前月の末日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オプション）システム日付 
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（５）その他 

 

１．編集コードの日付拡張に、「2020xxxx」(西暦年月日を区切りなし)の形式を追加しました 

 ・拡張コード「L」で対応します。 

  {NDL：システム日付を上記の書式で編集します。 

 

２．編集コード YBにおいて、従来の「国コード 出願日 (出願番号) (整理番号)」の形式に加え、「国コード  

出願番号 (出願日) (整理番号)」の形式でも出力できるようにしました。 

 ・編集コード「YG」を追加しました。 

 

 

 

 


